
 
 

 

平成 29 年５月 11 日 

各      位 

会 社 名 日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長   小林 英三 

（コード番号 ８５１１  東証第１部） 

問合せ先 経 営 企 画 部 長  杉山 慎一 

（ T E L．０３－３６６６－３１８４） 

 

剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 29 年５月 11 日開催の取締役会において、以下のとおり、平成 29 年３月 31 日基準

日とする剰余金の配当を行うことについて、平成 29 年６月 23 日開催予定の第 107 回定時株主総会

に付議することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成29年２月６日公表） 

前期実績 

（平成 28 年３月期） 

基準日 平成 29 年３月 31 日 同左 平成 28 年３月 31 日 

１株当たり 
配当金 

１０円 ８円 ８円 

配当金総額 968 百万円 － 774 百万円 

効力発生日 平成 29 年６月 26 日 － 平成 28 年６月 27 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、株主の皆様への安定的な利益還元を経営の重要な課題として位置づけており、金融機関

として必要な自己資本や内部留保の充実を勘案したうえ、業績を加味しながら配当を行うことを基

本方針としております。また、業績を反映させる基準として連結配当性向 60％程度を下回らない

ものとし、連結株主資本配当率（配当額の株主資本に対する割合）も勘案することとしております。 

この方針のもと、平成 29 年３月期の期末配当につきましては、業績の状況を勘案し、直近の配

当予想より２円増配の１株当たり１０円とすることを決議いたしました。 

 

（参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期 末 年 間 

当期 （平成 29 年３月期） ８円 １０円 １８円 

前期 （平成 28 年３月期） ８円   ８円 １６円 

以  上 


